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第４回 未来創造セミナー実績報告 

 

 

平成27年１２月8日 

草津市総合政策部草津未来研究所 

 

1. 平成27年度未来研究所事業 未来創造セミナーの目的 

 

草津未来研究所が行った過去の調査研究において南草津の課題解決のためには「気軽で

自由に議論や話ができる空間が演出され、常に新しい出会いが創造」される場が必要との

提言を行ったことから、「未来創造セミナー」を開催することとしました。未来創造セミナ

ーにおける主な検討項目は下記のとおりです。 

 

【検討項目】 

• トーク空間の必要性の検討（検証） 

• 気軽で自由にまちづくりについて議論や話ができる空間に対する市民のニーズ把

握 

• 気軽で自由に議論や話ができる空間演出の検討 

• ワークショップ等の手法の試行 

• 開催曜日、開催時間等のニーズ調査 

 

2. 未来創造セミナーの開催内容 

まちづくりについて行政、大学、市民（在住者、通学市民、通勤市民、活動市民、企業

市民）が自由に話し合う開かれた場とします。今年度はテーマ、及びワークショップ手法

を変え、6回の実施を予定しています。 

未来創造セミナーの目的は「開かれた場の有効性と空間演出の検討ですが、各回のテー

マについては下記のことを期待しています。 

• 草津未来研究所主催、担当課が協力することにより、担当課の職員も市民の立場で

も対話できる仕掛け。 

• 担当者が市民と直接対話することにより、間接的にまちづくり政策に反映を期待。 

• 和やかな雰囲気の中で異なる立場の他者の意見を聞くことによる新たな気づきや抱

いている思いを言葉に出す。 

• まちづくり政策への反映は担当課が判断する。 

 

また未来創造セミナーの基本的な流れは以下の通りです。 

• まちづくり政策についてのアンケート結果等をわかりやすく説明するだけでなく、

アンケートで見えなかったことを参加者に問いかける。 
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• 大学の先生から、問いかけを考える上での基礎的知識やヒントを提供する。 

• 様々な立場の人がワークショップで解決策を話し合う。 

• 参加者全員で個々の意見や経験を共有する。 

 

3. 未来創造セミナー開催実績及び予定 

今年度の予定は以下の通りですが、内容については今後変更の可能性があります。 
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4. 第４回 未来創造セミナー実績報告 

（１）テーマ、目的等 

①テーマ  

「琵琶湖と宿場だけじゃない！ みんなでつくろう、草津の文化 

～文化は地域の結晶（クリスタル）！」 

②目的    

 

草津市の市民意識調査では、住環境評価では「地域に誇れるもの（ブランド）が

ない」、草津市のイメージでは「特にイメージがない」が常に上位にある。そこ

で、地域にとってマイナスと考えられるモノ・コト・人・場所でさえ、考え方に

よって地域の文化となりうることを知り、新たな文化を創造するためのヒントを

得ること。 

 

 

（２）日時：１２月３日（木）1８：２0 から ２０：２５ 

 

（３）場所：市民交流プラザ 大会議室 

 

（４）当日のスケジュール 

１８：２０ ご挨拶   草津市総合政策部草津未来研究所 副所長 山本 憲一） 

１８：２５ ～ 

１８：４０ 

草津クイズ！ シットルケ？ 

草津市総合政策部草津未来研究所 

１８：４０ ～ 

１９：００ 

「 文化は地域の結晶（クリスタル）！  」                              

木下 達文 先生（京都橘大学現代ビジネス学部） 

１９：００ ～ 

１９：４５ 

みんなでつくろう、草津の文化 

（ワークショップ中はトイレ、ドリンク等はご自由にお取りください） 

１９：４５ ～ 

２０：１５ 

プレゼンテーション 

２０：２０ 閉会 
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5. 第４回未来創造セミナーの内容について 

 

（１）草津クイズ！ シットルケ？ 

草津未来研究所より草津市に関する簡単なクイズを出題。続いて、草津市の市民意識調

査では、住環境評価では「地域に誇れるもの（ブランド）がない」、草津市のイメージでは

「特にイメージがない」が常に上位にあることを説明。誇れる文化やイメージをみんなで

つくろうと呼びかけました。 

 

（２）文化は地域の結晶（クリスタル）！ 

 京都橘大学の木下教授からは、マイナスのイメージが強かった京都市山科区のまち育て

についてお話いただきました。文化には、継承、衰退、創造があること、日本の場合は縄

文時代に文化の礎ができていたこと、継承すべき文化がない場合は、新しく創造すること、

そして、デメリットと思われることさえ、メリットにすることができることを学びました。 

 

（３）ワークショップの進め方 

ワークショップは４つのグループに分かれ、下表のように進めました。 

 

１９：００ ～ １９：３０ 自己紹介と草津への思

いを共有 

１９：３０ ～ １９：４５ 草津を知り感じられる

活動を考える 

１９：４５ ～ ２０：１５ 発表 

 

 
 

ワークショップの様子 
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（７）ワークショップのまとめ 

 一番目のグループ発表 

 
 

南草津には、賢くて、スキルがあって、そして暇がある子育て世代がいっぱい。 

TED（テッド、英: Technology Entertainment Design）のように、その人たちが考

えていることややりたいことをいつでも気軽に自由に発言できる場所がある。そして、

その取り組みに共感した人たちが実現に向けて、それぞれが出来ることで応援する。出

る杭を打つのではなく、伸ばす。むしろ出る杭がひとつでたなら、他の杭もグイッと出

すようなまちにしたい。 

 

 二番目のグループ発表 
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まちづくりに関する市民意識調査では、「地域のまちづくり情報が手に入りにくい」「市

民主役のまちづくりが進んでいない」と感じている市民が多いことから、広報を強化す

る。 

その情報を必要としている人のところに確実に届くよう、また自分の持つ情報を伝えた

い人に確実に伝わるようなアプリ開発が必要。またそれぞれの世代や価値観などによっ

て必要な情報が違うため、個々のテーマに沿った個別の情報を集約する施設を作り、ネ

ット等を活用し、その認知を図る。そして、ネット（アプリ）からリアル（施設）に人

が集い、仲間意識を醸成。同じ人が複数のテーマに関心がある場合は、テーマ・コミュ

ニティ（施設）間の弱い紐帯となり、つなげていく活動。 

 

 三番目のグループ発表 

 
 

防災おにぎりとは、阪神大震災が発生した毎月17日におにぎりを食べて、防災意識を

高める活動。 

おにぎりを食べるだけではなく、おにぎりピクニックの日にして、楽しみながら、炊

き出しをする。その際に実際に被災時に利用するかまどベンチや七輪、BBQなどをす

るなど。阪神大震災だけではなく、東日本大震災の発生した11日から17日をローリ

ングストック（非常食を定期的に 飲食し、使用した分を補充するという備蓄方法）の

週とする。13学会を巡回して実施する。 
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 4番目のグループ発表 

 
 

グループの構成は、生まれも育ちも職場も草津一筋60年の旧住民、草津にきて45年、

結婚して草津にきて25年の新住民、草津に下宿している大学生、そして今年の4月から

草津で働き始めた人との5人。新旧住民と下宿生、通勤者との草津のイメージが全く違う。 

普段は学校や職場しかしらないけれど意外と草津はスマートだと思っている下宿生と通

勤者、まったく草津は保守的でいけてないと思う新旧住民。新旧住民の間にはどうもい

ろいろありそう。また街道文化というけれど街道で湖側と山川が分断されていて、湖側

の人は山側を知らない、山側の人は湖側を知らない。学生にもっと地域に入ってもらい、

新旧住民と湖側・山側の住民を繋げるような活動が必要。今は草津全域の未来のビジョ

ンがない感じ。 
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6. 未来創造セミナーとしてのまとめ 

（１）参加者属性 

今回も前回同様学生、企業に勤めている方が参加しやすいよう平日の夕方に設定しま

したが、学生、企業に勤めている方の参加が低調でした。前回の反省を踏まえ、商工会

議所での告知、個別企業への直接的働きかけ、えふえむ草津での告知などを行いました

が、学生や企業の反応が鈍く、子育て世代の方が中心になりました。 

参加していただいた学生や企業の方の満足度は高く、参加さえしていただければ満足

していただけると考えていますが、学生にセミナーの参加を進める際に話を聞いたとこ

ろ、過去の類似のセミナー等に参加した際の経験から学生が話すような雰囲気ではなか

ったと敬遠した学生も多かったようです。また企業の方に参加を進めた際も今まで市が

主催するセミナーに参加して意見をいってもどうせ変わらないという思いをもたれてい

るようです。 

 

 
 

    なお、今回はワークショップでの議論を濃密にするため、募集定員は20名に設定して 

いました。 
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（２）アンケート集計結果 

未来創造セミナーは参加した方々の満足度は常に高いため、いわゆる「食わず嫌い」

の方々をどのように引き込むかが課題です。 

 

 
 

 

セミナーの時間については、２時間とワークショップをするには時間が足りないので

はと懸念していましたが、適切であるとの回答がほとんどでした。 

 

 
 

その他の自由記述の意見です。なお、表記は原文のママ記載しています。 

 

（運営等全般に関する自由記述） 

 気さくで良かったです。 

 ざっくばらんに話しやすい雰囲気づくりに一生懸命取り組んで頂いた。 

 いろんな意見が聞けた。特に学生さんの声が聞けたのは良かった。 

 話しやすい雰囲気でよかった。 

 笑えたから 

 草津市の新しい街づくりに向けての動き、重要性が理解できた。 

 普段、関わっている（よく知ってる）と思っていた人の新しい側面が知れた。 

 ん… 知らない人が１人だった。もっと知らない人に出会いたい。 

 楽しく参加できました。 

 もっと参加者がふえてほしい、来てほしい。 

 

（セミナーの内容） 

 これから、どんどん動いていく可能性を感じる集まりであった。 
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 木下先生の山科での具体例や学生たちの活躍の紹介、参考になりました。ありがとうご

ざいました。 

 草津の魅力に気づきました。一番の魅力はここに集まった人々でした。 

 新鮮だったから。 

 市民参加による未来づくりの進め方はよい。 

 自分には関係ないテーマかなと思っていましたが、“関係ない”と思っていること自体

が問題だと気付きました。 

 初めての方含め和気あいあい楽しく意見交流できました。机に置いて頂いた資料はあま

り見なかった（見る時間もなかったです） 

 

（今後の活動） 

 意見をぜひ実現しましょう 

 継続的に同じテーマでやったほうがいい 

 多くの視点、背景をもった人の意見をたくさんきくことができたこと、また自身の考え

をアウトプットできるいい機会になりました 

 自分の日々の生活にとらわれない 

 口コミの大切さを感じた。まずはマンションのママ友たちへ情報を伝えるパイプ役をし

ていきたい。 

 今後の「くさねっこ」活動の参考にしたい。 

 本業に役立つから 

 少しずつ地域のつながりを意識できる人が増えるよう誰でも OK というきっかけ作り

が必要なのかなと思いました。 

 防災おにぎりのアイデアはおもしろかった 

 人の出会いの場となりますので、とても良いと思います。 

 同じ志のネットワークづくりに活かせると思った。 

 新しい情報を知ることが出来た 

 

（開催曜日、開催時間） 

 平日の PM６：１５スタートは、ある程度早いかもです。平日の午前も、やや難しいか

も…。 

 このメンバーなら昼間でもよかったなーと思います。社会人０（ゼロ）なら… 

 さすがに平日（週の半ば）夜は子連れしんどいです。 

 

（その他伝えたいこと） 

 もっと多くの人に参加してもらいたい。自分を発見し、地域を発見する。その繰り返し

をしていくことでより深くなるのだと思う。なぜ、なぜ、なぜをくり返す。草津の根

っこを発見し、もっとしっかり根をはる事をしていくこと、コミュニケーションをも

っと取ってお互いの理解を深めたい。 

 長期のプランを検討するためには、行政担当者の異動はしない方が良いのでは、（市の

職員の異動が早すぎるのでは） 

 地域資源の中に離職した高齢者を対象とする「人」の活用を検討されては？（私も今後
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離職し、ボランティアの他まだまだ企業様に役立ちたいと思いがあります。「草津人材

バンク」の導入？」 

 １２月２０日の「くさねっこ」講演会（山崎亮さん）に、未来研究所の方にも来て頂け

るとうれしいです。 

 

（３）未来研究所としての成果 

場の雰囲気づくりについて評価いただいたこと。 

 

（４）今後の課題 

気軽に自由に話せる空間づくりについては問題ないと考えています。今回は積極的に

学生、企業の方に参加を呼びかけましたが、一度もこのような場を経験していなかった

り、たまたま参加した前回のイベントが面白くなかったりしたために参加を躊躇された

方が思いのほか多いことがわかりました。このような方が様子見できるような人通りの

多いガラス張りのオープンな場を作ることが必要です。 

 

以上 


